
　サルーキ　サルーキ「姫」「姫」17歳17歳、プープー
ドルドル「メル」「メル」７カ月。仲良しの７カ月。仲良しの
ふたりは本当のおばあちゃんふたりは本当のおばあちゃん
と孫のよう！見つめ合ってと孫のよう！見つめ合って
「大好きだよ」とお話します。「大好きだよ」とお話します。
 七里ガ浜東　古江さん方 七里ガ浜東　古江さん方

●
西
松
凌
波
作
品
展

西
松
凌
波
作
品
展
〜
１
月

〜
１
月
2121

日
和
食「
あ
ら
珠
」（
雪
ノ
下
）

日
和
食「
あ
ら
珠
」（
雪
ノ
下
）

●
被
災
地
の
子
ど
も
支
援
バ
ザ

被
災
地
の
子
ど
も
支
援
バ
ザ

ー　ー　

１
月
１
月
2020
日
1010
〜
1515
時
、
時
、

鎌
倉
市
大
町
の
清
興
建
設
駐

鎌
倉
市
大
町
の
清
興
建
設
駐

車
場
。
☎

車
場
。
☎
2424
・
３
７
０
０

・
３
７
０
０

●
徳
洲
会
体
操
ク
ラ
ブ
公
開

徳
洲
会
体
操
ク
ラ
ブ
公
開

練
習
と
交
流
会

練
習
と
交
流
会
２
月
２
月
2424
日
徳
洲

日
徳
洲

会
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ま
く

会
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ま
く

ら
。
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

ら
。
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
園
者
。
無
料
。
申
込
は
２
月

在
園
者
。
無
料
。
申
込
は
２
月

９
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
。
市

９
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
。
市

ス
ポ
ー
ツ
課
☎

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
4343
・
３
４
１
９

・
３
４
１
９

●
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動

ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動

「
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
キ
ャ
ン

「
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」

ペ
ー
ン
」
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

を
換
金
し
ア
ジ
ア
な
ど
の
子
ど

を
換
金
し
ア
ジ
ア
な
ど
の
子
ど

も
た
ち
に
教
育
の
場
を
提
供
す

も
た
ち
に
教
育
の
場
を
提
供
す

る
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
運
動

る
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
運
動

の
一
環
。
ハ
ガ
キ
、
未
使
用
切

の
一
環
。
ハ
ガ
キ
、
未
使
用
切

手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
・

・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
・

図
書
券
・
収
入
印
紙
・
金
券
な

図
書
券
・
収
入
印
紙
・
金
券
な

ど
を
〒
２
４
７
―
０
０
５
３
今

ど
を
〒
２
４
７
―
０
０
５
３
今

泉
台
１
―

泉
台
１
―
1515
―
７
鎌
倉
ユ
ネ
ス

―
７
鎌
倉
ユ
ネ
ス

コ
協
会
・
梅
ヶ
辻
方
へ
送
付
。☎

コ
協
会
・
梅
ヶ
辻
方
へ
送
付
。☎

０
９
０
・
３
３
０
８
・
７
０
３
２

０
９
０
・
３
３
０
８
・
７
０
３
２

▼
特
別
展
「
北
斎
と
肉
筆

特
別
展
「
北
斎
と
肉
筆

浮
世
絵
〜
氏
家
浮
世
絵

浮
世
絵
〜
氏
家
浮
世
絵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
至
宝
」

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
至
宝
」

　

１
月
４
日
〜
２
月
４
日
鎌

　

１
月
４
日
〜
２
月
４
日
鎌

倉
国
宝
館
。
葛
飾
北
斎
「
桜

倉
国
宝
館
。
葛
飾
北
斎
「
桜

に
鷲
図
」「
酔
余
美
人
図
」

に
鷲
図
」「
酔
余
美
人
図
」

月
岡
雪
鼎
「
し
だ
れ
桜
三
美

月
岡
雪
鼎
「
し
だ
れ
桜
三
美

人
図
」
な
ど
の
肉
筆
浮
世
絵

人
図
」
な
ど
の
肉
筆
浮
世
絵

の
名
品
を
一
堂
に
。
４
百

の
名
品
を
一
堂
に
。
４
百

円
。
☎

円
。
☎
2222
・
０
７
５
３

・
０
７
５
３

▼「
作
家
と
歩
く
鎌
倉
そ
の
２

「
作
家
と
歩
く
鎌
倉
そ
の
２ 

由
比
ガ
浜
・
材
木
座
方
面
」
展

由
比
ガ
浜
・
材
木
座
方
面
」
展

　

４
月

　

４
月
1515
日
ま
で
鎌
倉
文
学

日
ま
で
鎌
倉
文
学

館
。
由
比
ガ
浜
・
材
木
座
方

館
。
由
比
ガ
浜
・
材
木
座
方

面
の
魅
力
を
高
浜
虚
子
、
与

面
の
魅
力
を
高
浜
虚
子
、
与

謝
野
晶
子
、
武
者
小
路
実
篤

謝
野
晶
子
、
武
者
小
路
実
篤

ら
文
学
者
の
目
を
通
し
紹

ら
文
学
者
の
目
を
通
し
紹

介
。新
収
蔵
資
料
の
公
開
も
。

介
。新
収
蔵
資
料
の
公
開
も
。

３
百
円
。☎

３
百
円
。☎
2323
・
３
９
１
１

・
３
９
１
１

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

川
喜
多
映
画
記
念
館

　

▽

　

▽
企
画
展
「
巨
匠
が
愛
し

企
画
展
「
巨
匠
が
愛
し

た
女
優
た
ち
」

た
女
優
た
ち
」
３
月
３
月
1111
日
ま
日
ま

で
。
２
百
円
。
▽

で
。
２
百
円
。
▽
映
画
映
画
１

月
８
・

月
８
・
1010
・
1111
日
「
赤
と

「
赤
と

黒
」
黒
」
、
1212
〜
1414
日
「
ミ
モ
ザ

「
ミ
モ
ザ

館
」
館
」、2323
〜
2525
日
「
悪
魔
の
よ

「
悪
魔
の
よ

う
な
女
」

う
な
女
」
2424
日
上
映
後
「
ア

日
上
映
後
「
ア

ム
ー
ル〈
愛
〉を
め
ぐ
っ
て
」

ム
ー
ル〈
愛
〉を
め
ぐ
っ
て
」

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
と
映
画
研

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
と
映
画
研

究
家
の
ト
ー
ク
。

究
家
の
ト
ー
ク
。
2626
〜
2828
日

「
気
狂
い
ピ
エ
ロ
」

「
気
狂
い
ピ
エ
ロ
」。
千
円
。

。
千
円
。

2424
日
の
み
千
５
百
円
。
☎

日
の
み
千
５
百
円
。
☎
2323

・
２
５
０
０

・
２
５
０
０

▼
発
掘
調
査
速
報
展

発
掘
調
査
速
報
展

「
鎌
倉
の
構
造
と
境
界
」

「
鎌
倉
の
構
造
と
境
界
」

　

１
月
４
日
〜
３
月

　

１
月
４
日
〜
３
月
1717
日
鎌
日
鎌

倉
歴
史
文
化
交
流
館
。
若
宮

倉
歴
史
文
化
交
流
館
。
若
宮

大
路
周
辺
遺
跡
群
と
大
倉
幕

大
路
周
辺
遺
跡
群
と
大
倉
幕

府
周
辺
遺
跡
群
の
出
土
品
と

府
周
辺
遺
跡
群
の
出
土
品
と

関
連
資
料
の
紹
介
。
３
百

関
連
資
料
の
紹
介
。
３
百

円
、市
内
小
中
学
生
・

円
、市
内
小
中
学
生
・
6565
歳
以
歳
以

上
無
料
。
☎

上
無
料
。
☎
7373
・
８
５
０
１

・
８
５
０
１

▼
原
画
展
「
ピ
ー
タ
ー

原
画
展
「
ピ
ー
タ
ー

パ
ン
と
ウ
ェ
ン
デ
ィ
」

パ
ン
と
ウ
ェ
ン
デ
ィ
」

　

１
月

　

１
月
1919
日
ま
で
北
鎌
倉
の

日
ま
で
北
鎌
倉
の

葉
祥
明
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
絵

葉
祥
明
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
絵

本
の
原
画
展
。
６
百
円
。

本
の
原
画
展
。
６
百
円
。

▽
作
者
葉
祥
明
の
ミ
ュ
ー
ジ

作
者
葉
祥
明
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ト
ー
ク
＆
サ
イ
ン
会

ア
ム
ト
ー
ク
＆
サ
イ
ン
会
６

日
1414
時
。
☎

時
。
☎
2424
・
４
８
６
０

・
４
８
６
０

▼「
北
斎
と
北
斎
派
の
江
の
島
」

「
北
斎
と
北
斎
派
の
江
の
島
」

　

２
月

　

２
月
1818
日
ま
で
藤
澤
浮
世

日
ま
で
藤
澤
浮
世

絵
館
。
葛
飾
北
斎
「
冨
嶽
三

絵
館
。
葛
飾
北
斎
「
冨
嶽
三

十
六
景
」
な
ど
江
の
島
に
関

十
六
景
」
な
ど
江
の
島
に
関

わ
る
浮
世
絵
を
展
示
。
無

わ
る
浮
世
絵
を
展
示
。
無

料
。
▽

料
。
▽
レ
ク
チ
ャ
ー
「
北
斎

レ
ク
チ
ャ
ー
「
北
斎

と
北
斎
派
」

と
北
斎
派
」
１
月
１
月
2020
日
1414

時
。
茅
ヶ
崎
市
美
術
館
学
芸

時
。
茅
ヶ
崎
市
美
術
館
学
芸

員
の
話
。
無
料
。
☎
０
４
６

員
の
話
。
無
料
。
☎
０
４
６

６
・
６
・
3333
・
０
１
１
１

・
０
１
１
１

▼
第
５
回「
道
」展
〜
鎌
倉
彫
・

第
５
回「
道
」展
〜
鎌
倉
彫
・

技
の
回
廊

技
の
回
廊 

伝
統
と
革
新
の
美

伝
統
と
革
新
の
美

　

１
月

　

１
月
1212
〜
1717
日
鎌
倉
芸

日
鎌
倉
芸

術
館
。
同
館
壁
面
パ
ネ
ル

術
館
。
同
館
壁
面
パ
ネ
ル

「
雲
」
修
復
事
業
完
了
記

「
雲
」
修
復
事
業
完
了
記

念
。
関
わ
っ
た
職
人
た
ち
と

念
。
関
わ
っ
た
職
人
た
ち
と

鎌
倉
彫
伝
統
工
芸
士
の
作

鎌
倉
彫
伝
統
工
芸
士
の
作

品
。無
料
。▽

品
。無
料
。▽
「
鎌
倉
彫
」
講

「
鎌
倉
彫
」
講

座
1313
日
1313
時
半
。
鎌
倉
彫
の

時
半
。
鎌
倉
彫
の

歴
史
や
壁
面
パ
ネ
ル
の
解
説

歴
史
や
壁
面
パ
ネ
ル
の
解
説

な
ど
。
千
円
。
鎌
倉
彫
伝
統

な
ど
。
千
円
。
鎌
倉
彫
伝
統

工
芸
士
会
☎

工
芸
士
会
☎
2323
・
０
１
５
４

・
０
１
５
４

▼
第
1313
回
鎌
倉
名
画
座

回
鎌
倉
名
画
座 

小

津
安
二
郎
監
督
作
品「
早
春
」

津
安
二
郎
監
督
作
品「
早
春
」

　

１
月

　

１
月
1212
日
1515
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
女
優
中

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
女
優
中

井
貴
惠
さ
ん
と
元
松
竹
映
画

井
貴
惠
さ
ん
と
元
松
竹
映
画

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
山
内
静
夫

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
山
内
静
夫

さ
ん
の
ト
ー
ク
と
上
映
。
千

さ
ん
の
ト
ー
ク
と
上
映
。
千

２
百
円
。
市
芸
術
文
化
振
興

２
百
円
。
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
☎

財
団
☎
2323
・
３
７
５
５

・
３
７
５
５

▼
「
め
で
た
き
は
蓬
春
邸
」

「
め
で
た
き
は
蓬
春
邸
」

―
縁
起
物
・
吉
祥
文
の
魅
力

―
縁
起
物
・
吉
祥
文
の
魅
力

　

２
月
４
日
ま
で
山
口
蓬
春

　

２
月
４
日
ま
で
山
口
蓬
春

記
念
館
。
縁
起
の
良
い
動
植

記
念
館
。
縁
起
の
良
い
動
植

物
な
ど
が
描
か
れ
た
絵
画
や

物
な
ど
が
描
か
れ
た
絵
画
や

陶
磁
器
で
吉
祥
文
の
意
味
を

陶
磁
器
で
吉
祥
文
の
意
味
を

紹
介
。
６
百
円
。
▽

紹
介
。
６
百
円
。
▽
学
芸
員

学
芸
員

の
展
示
解
説

の
展
示
解
説
1313
日
1414
時
。
☎

時
。
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
６
０
９
４

０
４
６
・
８
７
５
・
６
０
９
４

▼
鏑
木
清
方

鏑
木
清
方 

幻
想
と
文
学

幻
想
と
文
学

　

１
月

　

１
月
1919
日
〜
２
月

日
〜
２
月
2525
日
鏑
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
尾
崎

木
清
方
記
念
美
術
館
。
尾
崎

紅
葉
や
泉
鏡
花
ら
の
小
説
挿

紅
葉
や
泉
鏡
花
ら
の
小
説
挿

絵
な
ど
文
学
に
関
連
す
る
作

絵
な
ど
文
学
に
関
連
す
る
作

品
と
美
人
画
。
２
百
円
。
☎

品
と
美
人
画
。
２
百
円
。
☎

2323
・
６
４
０
５

・
６
４
０
５

▼
天
野
尚
写
真
展「
未
来
へ

天
野
尚
写
真
展「
未
来
へ

残
す
べ
き
美
し
い
自
然
」

残
す
べ
き
美
し
い
自
然
」

　

１
月

　

１
月
2020
日
〜
３
月

日
〜
３
月
2525
日
本
日
本

郷
台
の
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
。
写

郷
台
の
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
。
写

真
家
・
天
野
尚
（
１
９
５
４

真
家
・
天
野
尚
（
１
９
５
４

―
２
０
１
５
）
の
超
大
判
カ

―
２
０
１
５
）
の
超
大
判
カ

ラ
ー
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル
ム

ラ
ー
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル
ム

で
記
録
し
た
世
界
各
地
の

で
記
録
し
た
世
界
各
地
の

「
生
態
風
景
写
真
」。無
料
。☎

「
生
態
風
景
写
真
」。無
料
。☎

０
４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

０
４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

▼
高
田
博
厚
展

高
田
博
厚
展

　

１
月

　

１
月
2424
〜
3030
日
鎌
倉
芸
術

日
鎌
倉
芸
術

館
。
鎌
倉
ゆ
か
り
の
彫
刻
家

館
。
鎌
倉
ゆ
か
り
の
彫
刻
家

・
高
田
博
厚
の
没
後

・
高
田
博
厚
の
没
後
3030
周
年
周
年

記
念
展
。
「
高
村
光
太
郎
」

記
念
展
。
「
高
村
光
太
郎
」

な
ど
市
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品

な
ど
市
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品

を
展
示
。
無
料
。
▽

を
展
示
。
無
料
。
▽
ギ
ャ
ラ

ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク

リ
ー
ト
ー
ク
2727
日
1515
時
、
時
、
2828

日
1111
時
。
市
文
化
人
権
推
進

時
。
市
文
化
人
権
推
進

課
☎
課
☎
6161
・
３
８
７
２

・
３
８
７
２

▼
山
川
方
夫
と「
三
田
文
学
」展

山
川
方
夫
と「
三
田
文
学
」展

　

１
月

　

１
月
2727
日
〜
３
月

日
〜
３
月
1111
日
神
日
神

奈
川
近
代
文
学
館
。
作
家
、

奈
川
近
代
文
学
館
。
作
家
、

編
集
者
の
山
川
方
夫
の
原
稿

編
集
者
の
山
川
方
夫
の
原
稿

や
書
簡
で
生
涯
と
作
品
を
振

や
書
簡
で
生
涯
と
作
品
を
振

り
返
る
。
４
百
円
。
☎
０
４

り
返
る
。
４
百
円
。
☎
０
４

５
・
６
２
２
・
６
６
６
６

５
・
６
２
２
・
６
６
６
６

▼
能
楽
の
催
し

能
楽
の
催
し

　

▽

　

▽
能
を
知
る
会
鎌
倉
公
演

能
を
知
る
会
鎌
倉
公
演

１
月
１
月
2727
日
鎌
倉
能
舞
台
。

日
鎌
倉
能
舞
台
。

1010
時
、狂
言「
仏
師
」能「
胡

時
、狂
言「
仏
師
」能「
胡

蝶
」。
蝶
」。1414
時
、狂
言「
伊
文
字
」

時
、狂
言「
伊
文
字
」

能「能「
箙え

び
ら

え
び
ら

」。各
５
千
５
百
円
。

」。各
５
千
５
百
円
。

　

▽

　

▽
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

１
月
７
日

１
月
７
日
1313
時
半
、鎌
倉
能

時
半
、鎌
倉
能

舞
台
。１
月
上
演
鑑
賞
ポ
イ

舞
台
。１
月
上
演
鑑
賞
ポ
イ

ン
ト
解
説
や
謡
初
め
な
ど
。

ン
ト
解
説
や
謡
初
め
な
ど
。

５
百
円
。☎

５
百
円
。☎
2222
・
５
５
５
７

・
５
５
５
７

　

▽

　

▽
日
本
の
伝
統
文
化
を
体

日
本
の
伝
統
文
化
を
体

験
し
よ
う

験
し
よ
う
３
月
３
日

３
月
３
日
1010
時

半
、
神
奈
川
県
立
青
少
年
セ

半
、
神
奈
川
県
立
青
少
年
セ

ン
タ
ー
。セ
リ
フ
体
験
な
ど
。

ン
タ
ー
。セ
リ
フ
体
験
な
ど
。

小
中
学
生
と
保
護
者（
小
中

小
中
学
生
と
保
護
者（
小
中

学
生
の
み
も
可
）。
千
円
。

学
生
の
み
も
可
）。
千
円
。

申
込
は
２
月
１
日
ま
で
に
Ｈ

申
込
は
２
月
１
日
ま
で
に
Ｈ

Ｐ
か
往
復
ハ
ガ
キ
。
県
文
化

Ｐ
か
往
復
ハ
ガ
キ
。
県
文
化

課
文
化
事
業
グ
ル
ー
プ
☎
０

課
文
化
事
業
グ
ル
ー
プ
☎
０

４
５
・
２
１
０
・
３
８
０
８

４
５
・
２
１
０
・
３
８
０
８

▼
礒
部
章
子
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

礒
部
章
子
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

　

１
月

　

１
月
2121

日
1414
時

半
、
Ｓ
ａ

半
、
Ｓ
ａ

ｌ
ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
東
戸

ｌ
ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
東
戸

塚
）
。
ピ
ア
ノ
、
ク
ラ
リ
ネ

塚
）
。
ピ
ア
ノ
、
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
ト
リ

ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
ト
リ

オ
演
奏
。
石
井
淳
さ
ん
（
ｆ

オ
演
奏
。
石
井
淳
さ
ん
（
ｆ

ｇ
）
他
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
三

ｇ
）
他
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
三

重
奏
曲
」
他
。
３
千
５
百
円

重
奏
曲
」
他
。
３
千
５
百
円

他
。ソ
ン
・
イ
マ
ー
ジ
ュ
☎
０

他
。ソ
ン
・
イ
マ
ー
ジ
ュ
☎
０

８
０
・
１
３
０
９
・
４
０
７
９

８
０
・
１
３
０
９
・
４
０
７
９

▼
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

新
春
コ
ン
サ
ー
ト

　

▽

　

▽
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
ー
ト
１
月
１
月
1313
日
1111
〜
1515
時
、
時
、

名
越
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
。

名
越
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翠
堂

ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翠
堂

１
月
１
月
2424
〜
2828
日　日　

無
垢
無
垢

　

新
春
ニ
ッ
ト
と
写
真
展

新
春
ニ
ッ
ト
と
写
真
展
☎22☎22
37693769

夕
映
え
の
川
面
引
き
裂
き
次
々
と

夕
映
え
の
川
面
引
き
裂
き
次
々
と
刃や

い
ば

や
い
ば

と
な
り
て

と
な
り
て
鯔ぼ

ら
ぼ
ら

跳
ね
飛
べ
り

跳
ね
飛
べ
り

 

片
瀬　

中
村　
　

喬

片
瀬　

中
村　
　

喬

　

鯔
を
刃
と
見
た
感
性
に
作
者
の
力
量
を
感
じ
る
。

　

鯔
を
刃
と
見
た
感
性
に
作
者
の
力
量
を
感
じ
る
。

待
つ
人
も
待
た
せ
る
人
も
な
き
駅
に
旅
の
終
り
の
月
の
か
た
む
く

待
つ
人
も
待
た
せ
る
人
も
な
き
駅
に
旅
の
終
り
の
月
の
か
た
む
く

 

鵠
沼
桜
が
岡　

一
色
千
穗
子

鵠
沼
桜
が
岡　

一
色
千
穗
子

　

淡
々
と
し
た
描
写
の
中
に
た
っ
ぷ
り
と
し
た
抒
情
が
あ
る
。

　

淡
々
と
し
た
描
写
の
中
に
た
っ
ぷ
り
と
し
た
抒
情
が
あ
る
。

嬰
児
の
桜
の
色
の
唇
に
「
妬
み
」「
い
じ
め
」
の
種
は
植
え
ま
じ

嬰
児
の
桜
の
色
の
唇
に
「
妬
み
」「
い
じ
め
」
の
種
は
植
え
ま
じ

 

笛
田　

入
野　

裕
江

笛
田　

入
野　

裕
江

　

嬰
児
を
大
き
な
視
点
か
ら
詠
ん
で
い
る
。

　

嬰
児
を
大
き
な
視
点
か
ら
詠
ん
で
い
る
。

桃
色
の
ば
ら
の
蕾
は
木
枯
し
に
小
さ
く
小
さ
く

桃
色
の
ば
ら
の
蕾
は
木
枯
し
に
小
さ
く
小
さ
く
解ほ

ど
ほ
ど

け
て
ゆ
き
ぬ

け
て
ゆ
き
ぬ

 

逗
子
市　

湊　

美
根
子

逗
子
市　

湊　

美
根
子

観
覧
車
の
最
上
段
で
何
語
る　

語
る
言
葉
を
風
が
聞
く
ら
む

観
覧
車
の
最
上
段
で
何
語
る　

語
る
言
葉
を
風
が
聞
く
ら
む

 

藤
沢
市　

青
木
寿
美
子

藤
沢
市　

青
木
寿
美
子

竹
垣
に
棕
梠
の
紐
な
う
植
木
屋
の
指
の
運
び
に
み
と
れ
て
い
た
り

竹
垣
に
棕
梠
の
紐
な
う
植
木
屋
の
指
の
運
び
に
み
と
れ
て
い
た
り

 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

夜
半
め
ざ
め
口
遊
み
つ
つ
歌
詠
む
も
し
の
の
め
の
露
と
消
え
て
し

夜
半
め
ざ
め
口
遊
み
つ
つ
歌
詠
む
も
し
の
の
め
の
露
と
消
え
て
し

ま
え
り

ま
え
り 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

大
山
の
尾
根
に
出
遇
へ
り
か
は
ゆ
く
も
増
え
て
は
こ
ま
る
子
連
れ

大
山
の
尾
根
に
出
遇
へ
り
か
は
ゆ
く
も
増
え
て
は
こ
ま
る
子
連
れ

の
鹿
ぞ

の
鹿
ぞ 

七
里
ガ
浜　

嶋　
　

尚
久

七
里
ガ
浜　

嶋　
　

尚
久

湯
気
立
て
て
大
や
か
ん
沸
く
湯
た
ん
ぽ
を
い
れ
る
夫
の
腕
の
た
く

湯
気
立
て
て
大
や
か
ん
沸
く
湯
た
ん
ぽ
を
い
れ
る
夫
の
腕
の
た
く

ま
し
ま
し 

材
木
座　

有
野
裕
美
子

材
木
座　

有
野
裕
美
子

丹
沢
富
士
箱
根
伊
豆
山
そ
の
西
に
隠
れ
お
は
す
は
山
神
様
か

丹
沢
富
士
箱
根
伊
豆
山
そ
の
西
に
隠
れ
お
は
す
は
山
神
様
か

 

藤
沢
市　

春
山　

多
喜

藤
沢
市　

春
山　

多
喜

家
並
の
上
に
頂
の
み
な
れ
ど
富
士
の
見
ゆ
る
日
心
華
や
ぐ

家
並
の
上
に
頂
の
み
な
れ
ど
富
士
の
見
ゆ
る
日
心
華
や
ぐ

 

今
泉
台　

下
田　

和
夫

今
泉
台　

下
田　

和
夫

〈
天
〉

〈
天
〉
黄
落
や
大
判
小
判
撒
く
ご
と
し

黄
落
や
大
判
小
判
撒
く
ご
と
し 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

　

黄
落
が
大
判
小
判
と
は
楽
し
く
有
難
い
句
、物
の
見
方
が
斬
新
。

　

黄
落
が
大
判
小
判
と
は
楽
し
く
有
難
い
句
、物
の
見
方
が
斬
新
。

〈
地
〉

〈
地
〉
走
り
根
の
落
葉
踏
み
行
く
谷
戸
の
径

走
り
根
の
落
葉
踏
み
行
く
谷
戸
の
径 

大
船　

添
田　

洋
子

大
船　

添
田　

洋
子

　

い
か
に
も
鎌
倉
の
谷
戸
径
の
風
情
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

い
か
に
も
鎌
倉
の
谷
戸
径
の
風
情
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

〈
人
〉

〈
人
〉
茶
の
花
咲
い
て
如
何
に
在
す
や
遠
き
友　
　

茶
の
花
咲
い
て
如
何
に
在
す
や
遠
き
友　
　

 

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

　

上
五
の
一
字
余
り
が
絶
妙
。遠
き
友
へ
の
届
か
ぬ
思
い
が
出
た
。

　

上
五
の
一
字
余
り
が
絶
妙
。遠
き
友
へ
の
届
か
ぬ
思
い
が
出
た
。

ジ
ャ
ズ
を
聴
く
茶
房
の
窓
に
冬
の
海

ジ
ャ
ズ
を
聴
く
茶
房
の
窓
に
冬
の
海 

玉
縄　

篠
田　

祥
子

玉
縄　

篠
田　

祥
子

　

冬
の
海
と
ジ
ャ
ズ
の
音
が
響
き
合
っ
て
い
て
佳
句
。

　

冬
の
海
と
ジ
ャ
ズ
の
音
が
響
き
合
っ
て
い
て
佳
句
。

枯
菊
の
僅
か
ば
か
り
の
香
を
焚
か
ん

枯
菊
の
僅
か
ば
か
り
の
香
を
焚
か
ん 

逗
子
市　

佐
藤　

信
子

逗
子
市　

佐
藤　

信
子

　

中
七
の
表
現
が
枯
菊
へ
の
挨
拶
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
七
の
表
現
が
枯
菊
へ
の
挨
拶
と
な
っ
て
い
る
。

秋
風
を
丸
く
と
ら
へ
て
帆
舟
か
な

秋
風
を
丸
く
と
ら
へ
て
帆
舟
か
な 

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

　

秋
風
を
視
覚
的
に
捉
え
面
白
い
。
帆
舟
だ
か
ら
丸
い
の
か
。

　

秋
風
を
視
覚
的
に
捉
え
面
白
い
。
帆
舟
だ
か
ら
丸
い
の
か
。

三
渓
園
古
民
家
の
軒
吊
し
柿

三
渓
園
古
民
家
の
軒
吊
し
柿 

腰
越　

大
川　

昭
子

腰
越　

大
川　

昭
子

御
十
夜
の
稚
児
行
列
に
澄
ま
し
お
り

御
十
夜
の
稚
児
行
列
に
澄
ま
し
お
り 

材
木
座　

羽
賀　

一
男

材
木
座　

羽
賀　

一
男

着
ぶ
く
れ
て
鏡
を
遠
く
世
を
遠
く

着
ぶ
く
れ
て
鏡
を
遠
く
世
を
遠
く 

常
盤　

片
岡　

和
子

常
盤　

片
岡　

和
子

道
の
辺
に
石
蕗
の
花
咲
く
そ
こ
こ
こ
に

道
の
辺
に
石
蕗
の
花
咲
く
そ
こ
こ
こ
に 

手
広　

高
口　

道
宏

手
広　

高
口　

道
宏

落
葉
は
き
夫
の
小
言
は
尽
き
な
く
て

落
葉
は
き
夫
の
小
言
は
尽
き
な
く
て 

材
木
座　

有
野　

冬
花

材
木
座　

有
野　

冬
花

年
末
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
披
露
を
待
ち
望
む

年
末
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
披
露
を
待
ち
望
む 

岡
本　

森
田　
　

孝

岡
本　

森
田　
　

孝

束
の
間
を
無
心
に
な
り
ぬ
落
葉
掻

束
の
間
を
無
心
に
な
り
ぬ
落
葉
掻 

植
木　

風
見　

玲
子

植
木　

風
見　

玲
子

夕
暮
や
冬
田
の
先
に
灯
の
点
る

夕
暮
や
冬
田
の
先
に
灯
の
点
る 

笛
田　

上
田　

満
喜

笛
田　

上
田　

満
喜

せ
つ
せ
つ
と
枝
先
ひ
ろ
う
冬
の
蜘
蛛

せ
つ
せ
つ
と
枝
先
ひ
ろ
う
冬
の
蜘
蛛 

岡
本　

鳴
海　

紀
政

岡
本　

鳴
海　

紀
政

コ
ッ
ペ
パ
ン
今
も
健
在
文
化
の
日

コ
ッ
ペ
パ
ン
今
も
健
在
文
化
の
日 

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

文
学
館
山
茶
花
一
花
真
紅
な
り

文
学
館
山
茶
花
一
花
真
紅
な
り 

川
名　

槇
野
あ
さ
子

川
名　

槇
野
あ
さ
子

悔
ゆ
る
こ
と
一
つ
ふ
や
し
て
冬
の
星

悔
ゆ
る
こ
と
一
つ
ふ
や
し
て
冬
の
星　
鵠
沼
桜
が
岡

鵠
沼
桜
が
岡　
一
色
千
穗
子

一
色
千
穗
子

門
松
の
節
目
か
く
し
て
し
ゅ
ろ
の
紐

門
松
の
節
目
か
く
し
て
し
ゅ
ろ
の
紐 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

短
日
や
ふ
り
む
け
ば
も
う
誰
も
ゐ
ず

短
日
や
ふ
り
む
け
ば
も
う
誰
も
ゐ
ず 

逗
子
市　

塩
谷
あ
い
子

逗
子
市　

塩
谷
あ
い
子

星
野　

高
士　

選

星
野　

高
士　

選

香
山　

静
子　

選

香
山　

静
子　

選

ハ
ー
プ
演
奏
、
朗
読
会
、
タ

ハ
ー
プ
演
奏
、
朗
読
会
、
タ

ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
。
模
擬
店

ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
。
模
擬
店

も
。無
料
。☎

も
。無
料
。☎
2525
・
１
１
８
８

・
１
１
８
８

　

▽

　

▽
新
春
の
つ
ど
い

新
春
の
つ
ど
い
2727
日
1313

時
半
、
今
泉
さ
わ
や
か
セ
ン

時
半
、
今
泉
さ
わ
や
か
セ
ン

タ
ー
。
大
船
・
柏
陽
高
校
合

タ
ー
。
大
船
・
柏
陽
高
校
合

唱
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
「
Ｓ
Ｂ
合

唱
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
「
Ｓ
Ｂ
合

唱
団
」
の
歌
。
無
料
。
５
日

唱
団
」
の
歌
。
無
料
。
５
日

か
ら
申
込
。☎

か
ら
申
込
。☎
4545
・
４
６
１
１

・
４
６
１
１

▼
第
1818
回
白
い
う
た
青
い

回
白
い
う
た
青
い

う
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

う
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

１
月

　

１
月
1414
日
1414
時
、
鎌
倉
芸

時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
鎌
倉
、
横
浜
の
合
唱

術
館
。
鎌
倉
、
横
浜
の
合
唱

団
や
小
中
学
生
の
合
唱
や
演

団
や
小
中
学
生
の
合
唱
や
演

奏
。
お
話
は
新
実
徳
英
さ

奏
。
お
話
は
新
実
徳
英
さ

ん
。
千
円
、
子
ど
も
５
百

ん
。
千
円
、
子
ど
も
５
百

円
。
鎌
倉
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

円
。
鎌
倉
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム
Ｓ
☎

ム
Ｓ
☎
3131
・
８
６
６
３

・
８
６
６
３

▼
第
３
回
鎌
倉
笑
輪
会

第
３
回
鎌
倉
笑
輪
会 

東
西
ネ
タ
く
ら
べ

東
西
ネ
タ
く
ら
べ

　

２
月

　

２
月
2424
日
1414
時
、
鎌
倉
芸

時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
桂
春
団
治
・
桂
咲
之

術
館
。
桂
春
団
治
・
桂
咲
之

輔
が
上
方
落
語
、
三
遊
亭
小

輔
が
上
方
落
語
、
三
遊
亭
小

遊
三
・
雷
門
音
助
が
江
戸
落

遊
三
・
雷
門
音
助
が
江
戸
落

語
を
。
演
芸
評
論
家
長
井
好

語
を
。
演
芸
評
論
家
長
井
好

弘
さ
ん
の
ト
ー
ク
も
。
３
千

弘
さ
ん
の
ト
ー
ク
も
。
３
千

５
百
円
。
鎌
倉
芸
術
文
化
振

５
百
円
。
鎌
倉
芸
術
文
化
振

興
財
団
☎

興
財
団
☎
2323
・
３
７
５
５

・
３
７
５
５

▼
新
春
薩
摩
琵
琶
コ
ン
サ
ー
ト

新
春
薩
摩
琵
琶
コ
ン
サ
ー
ト

　

１
月

　

１
月
2828
日
1313
時
半
、
玉
縄

時
半
、
玉
縄

学
習
セ
ン
タ
ー
。
歴
史
的
物

学
習
セ
ン
タ
ー
。
歴
史
的
物

語
の
説
明
を
交
え
た
薩
摩
琵

語
の
説
明
を
交
え
た
薩
摩
琵

琶
の
演
奏
。
無
料
。
申
込
は

琶
の
演
奏
。
無
料
。
申
込
は

1616
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に

日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に

催
し
名
・
〒
・
住
所
・
氏
名

催
し
名
・
〒
・
住
所
・
氏
名

・
☎
を
記
入
し
玉
縄
学
習
セ

・
☎
を
記
入
し
玉
縄
学
習
セ

ン
タ
ー
☎

ン
タ
ー
☎
4444
・
２
２
１
９

・
２
２
１
９

▼
中
村
天
風
心
身
統
一

中
村
天
風
心
身
統
一

法
鎌
倉
講
習
会

法
鎌
倉
講
習
会

　

１
月

　

１
月
1313
日
1414
時
、
鎌
倉
商

時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
。「
心
身
統
一
法

工
会
議
所
。「
心
身
統
一
法

概
論
」
。無
料
。天
風
会
認
定

概
論
」
。無
料
。天
風
会
認
定

　

鎌
倉
市
観
光
協
会
が
２
０

　

鎌
倉
市
観
光
協
会
が
２
０

１
８
年
度
の
諸
行
事
で
活
躍

１
８
年
度
の
諸
行
事
で
活
躍

す
る
ミ
ス
鎌
倉
を
募
集
。
今

す
る
ミ
ス
鎌
倉
を
募
集
。
今

回
で
回
で
3434
回
目
。

回
目
。

　

県
内
在
住
、
今
年
４
月
１

　

県
内
在
住
、
今
年
４
月
１

日
現
在

日
現
在
1818
歳
以
上

歳
以
上
2727
歳
未
満

歳
未
満

（
高
校
生
除
く
）
、
未
婚
、

（
高
校
生
除
く
）
、
未
婚
、

選
出
後
年
間
約

選
出
後
年
間
約
8080
回
の
行
事

回
の
行
事

な
ど
に
参
加
で
き
る
人
。
書

な
ど
に
参
加
で
き
る
人
。
書

類
選
考
、
２
月

類
選
考
、
２
月
1414
日
の
予
選

日
の
予
選

を
経
て

を
経
て
2828
日
の
本
選
で
３
人

日
の
本
選
で
３
人

を
選
出
、
４
月
８
日
鶴
岡
八

を
選
出
、
４
月
８
日
鶴
岡
八

幡
宮
で
披
露
。
審
査
員
は
協

幡
宮
で
披
露
。
審
査
員
は
協

会
関
係
者
他
。
賞
品
は
ト
ロ

会
関
係
者
他
。
賞
品
は
ト
ロ

フ
ィ
ー
と
金
一
封
な
ど
。

フ
ィ
ー
と
金
一
封
な
ど
。

　

１
月

　

１
月
3131
日
1717
時
ま
で
に
応

時
ま
で
に
応

募
用
紙
（
Ｈ
Ｐ
）
と
写
真
を

募
用
紙
（
Ｈ
Ｐ
）
と
写
真
を

〒
２
４
８
―
０
０
１
２
御
成

〒
２
４
８
―
０
０
１
２
御
成

町
１
―

町
１
―
1212
鎌
倉
市
観
光
協
会

鎌
倉
市
観
光
協
会

２
０
１
８
ミ
ス
鎌
倉
コ
ン
テ

２
０
１
８
ミ
ス
鎌
倉
コ
ン
テ

ス
ト
募
集
係
へ
郵
送
ま
た
は

ス
ト
募
集
係
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
。
☎

持
参
。
☎
2323
・
３
０
５
０

・
３
０
５
０

鎌
倉
の
会
☎

鎌
倉
の
会
☎
4444
・
４
４
６
１

・
４
４
６
１

▼
自
然
を
伝
え
る
絵
本
作
家

自
然
を
伝
え
る
絵
本
作
家

の
お
話「
絵
本
が
で
き
る
ま
で
」

の
お
話「
絵
本
が
で
き
る
ま
で
」

　

１
月

　

１
月
1414
日
1414
時
、
腰
越
行

時
、
腰
越
行

政
セ
ン
タ
ー
。
絵
本
作
家
・

政
セ
ン
タ
ー
。
絵
本
作
家
・

向
田
智
也
さ
ん
が
里
山
の
一

向
田
智
也
さ
ん
が
里
山
の
一

年
の
絵
本
創
作
に
つ
い
て
広

年
の
絵
本
創
作
に
つ
い
て
広

町
緑
地
と
の
関
わ
り
も
交
え

町
緑
地
と
の
関
わ
り
も
交
え

語
る
。
無
料
。
要
申
込
。
腰

語
る
。
無
料
。
要
申
込
。
腰

越
図
書
館
☎

越
図
書
館
☎
3333
・
０
７
１
１

・
０
７
１
１

▼
防
災
の
つ
ど
い

防
災
の
つ
ど
い

　

１
月

　

１
月
1616
日
1010
時
、
鎌
倉
市

時
、
鎌
倉
市

福
祉
セ
ン
タ
ー
。
気
象
庁
横

福
祉
セ
ン
タ
ー
。
気
象
庁
横

浜
気
象
台
防
災
気
象
官
の
講

浜
気
象
台
防
災
気
象
官
の
講

演
「
防
災
情
報
の
利
活
用
に

演
「
防
災
情
報
の
利
活
用
に

つ
い
て
」
。
無
料
。
市
総
合

つ
い
て
」
。
無
料
。
市
総
合

防
災
課
☎

防
災
課
☎
2323
・
３
０
０
０

・
３
０
０
０

鎌倉市中央図書館（11月分）鎌倉市中央図書館（11月分）
購入新図書のリスト抄購入新図書のリスト抄

　鎌倉市中央図書館（☎25･2611）は11月に一般190冊、　鎌倉市中央図書館（☎25･2611）は11月に一般190冊、
児童書34冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。児童書34冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「鎌倉寺社の近世―転換する中世的権威」中野　▼「鎌倉寺社の近世―転換する中世的権威」中野
達哉編（岩田書院）▼「江ノ電ものがたり―映画達哉編（岩田書院）▼「江ノ電ものがたり―映画
「DESTINY鎌倉ものがたり」公開記念」TABILISTA編「DESTINY鎌倉ものがたり」公開記念」TABILISTA編
集部編〈双葉社スーパームック〉▼「手島右卿」手島集部編〈双葉社スーパームック〉▼「手島右卿」手島
右卿書〈墨New Classic Series〉（芸術新聞社）右卿書〈墨New Classic Series〉（芸術新聞社）
　▼「小津安二郎の映像を読み解く―映像文化を志す　▼「小津安二郎の映像を読み解く―映像文化を志す
人へ」半田明久著（文芸社）▼「精読小津安二郎―死人へ」半田明久著（文芸社）▼「精読小津安二郎―死
の影の下に」中澤千磨夫著（言視舎）の影の下に」中澤千磨夫著（言視舎）
　▼「すべての子どもに本との出会いを―児童自立支　▼「すべての子どもに本との出会いを―児童自立支
援施設･児童相談所･矯正施設への読書活動の支援」援施設･児童相談所･矯正施設への読書活動の支援」
正井さゆり著 広島県立図書館監修（溪水社）▼「「本正井さゆり著 広島県立図書館監修（溪水社）▼「「本
当の大人」になるための心理学―心理療法家が説く心当の大人」になるための心理学―心理療法家が説く心
の成熟」諸富祥彦著〈集英社新書〉▼「人はなぜ戦うの成熟」諸富祥彦著〈集英社新書〉▼「人はなぜ戦う
のか―考古学からみた戦争」松木武彦著〈中公文庫〉のか―考古学からみた戦争」松木武彦著〈中公文庫〉
▼「京都、朝あるき」ことり会著（扶桑社）▼「京都、朝あるき」ことり会著（扶桑社）
　▼「巨大ブラック企業」佐高信著（河出書房新社）　▼「巨大ブラック企業」佐高信著（河出書房新社）
▼「異常気象はなぜ増えたのか―ゼロからわかる大気▼「異常気象はなぜ増えたのか―ゼロからわかる大気
のしくみ」森朗著〈祥伝社新書〉▼「人生が変わるリのしくみ」森朗著〈祥伝社新書〉▼「人生が変わるリ
フォームの教科書―片づけなくても片づく住まいに」フォームの教科書―片づけなくても片づく住まいに」
水越美枝子著（講談社）▼「伝わる人は「１行」でツ水越美枝子著（講談社）▼「伝わる人は「１行」でツ
カむ」川上徹也著〈PHP文庫〉▼「絶滅危惧職、講談カむ」川上徹也著〈PHP文庫〉▼「絶滅危惧職、講談
師を生きる」神田松之丞著 （新潮社）▼「寝る前に読む師を生きる」神田松之丞著 （新潮社）▼「寝る前に読む
一句、二句。―クスリと笑える、17音の物語」夏井いつ一句、二句。―クスリと笑える、17音の物語」夏井いつ
き・ローゼン千津共著（ワニブックス）き・ローゼン千津共著（ワニブックス）

明
る
く
感
性
豊
か
な
方
を
募
集

明
る
く
感
性
豊
か
な
方
を
募
集

ミ
ス
鎌
倉
コ
ン
テ
ス
ト

ミ
ス
鎌
倉
コ
ン
テ
ス
ト

武者小路実篤書画武者小路実篤書画

山口蓬春「扇面流し」山口蓬春「扇面流し」

壁面パネル「雲」壁面パネル「雲」

高田博厚「海」高田博厚「海」

三遊亭小遊三さん三遊亭小遊三さん

２０１８年（平成３０年）１月１日 第466号 1部　108円 （６）


